
　　文化課　☎22-1187　　22-1209■問

上井出・白糸地区
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再発見 富士宮市は､数多くの文化財が点在する歴史のま
ちです｡まちの魅力的なスポットを訪ね歩き､身近
に見て･触れて･感じてみませんか｡

狩宿の井出家
　井出家は､鎌倉時代､源頼朝が富士の巻狩を行った際､
陣を置いた場所と伝えられています｡
　周辺にある狩宿の下馬ザクラは､国指定特別天然記
念物となっており､頼朝のもとへ来た御家人が馬から
下りた場所とされています｡また､頼朝が馬をつないだ
ともされており､｢駒止めの桜｣ともいわれています｡
　江戸時代末期に建てられた｢高麗門･長屋｣は市指定
文化財となっています｡高麗門は､城の門に使われる格
式の高い様式が用いられ､長屋は江戸時代の身分の高
い農家にみられる建物といわれています｡
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※　村の長

今川義元から井出駒若へ出された古文書

　戦国時代に起きた富士川以東の地域をめぐる今川
氏と北条氏の争い(河東一乱)では､富士宮市周辺も戦
場となりました｡
　この頃の古文書には、井出家について記されたも
のがあります｡
　今川義元から井出駒若に出された古文書では､今川
氏方として戦った功績を､駒若が称えられています｡駒
若は､上野にあった関所の通行料徴収を認められるな
ど､交通の支配にも関わっていました。
　江戸時代以降､井出家は狩宿村の名主※を務めるな
ど､地域の有力者として活躍しています。

歩く博物館 Cコース＜上井出・白糸地区＞
富士の巻狩コース
　市役所6階文化課､郷土資料館(文化会
館内)､出張所または市公式ウェブサイト
などにあります｡
　　トップページ＞市民の
皆さんへ＞教育・文化・ス
ポーツ＞郷土資料館＞歩
く博物館 会
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富士宮市教育委員会

歩く博物館ガイドブック
　全24コースの地図と解説付きです｡
　　500円
　　市役所6階文化課､埋蔵文化財セン 
ターの窓口で

　　郵送で購入したい場合は､電話または
メールでお問い合わせください｡

　　文化課　☎22-1187
　　　 e-bunka@city.fujinomiya.lg.jp
■問
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■申
■料

■HP

有料
ガイドブック

郷土資料館企画展示
どうなる､富士宮？─家康が生きた時代をたどる─

5月20日(土)～7月10日(月)
※6月12･13日､19～21日は休館日です。
　詳しくは､８ページをご覧ください｡

狩宿の下馬ザクラ井出家

狩宿の下馬ザクラ

井出家高麗門及び長屋
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富士山を守り未来につなぐ

富士山SDGs
エス ディー ジー  ズ

コミュニケーション手段を増やす

 手　話

富 士 山 を 守 り、
未 来 に つ な ぐ。

　富士宮市に住む私たちが、これからもずっと
このまちで住み続けるためにみんなで取り組
む目標です。できることから一つずつ、一人一
人が意識して行動しましょう。
　ここでは富士宮市の取り組みを紹介します。

誰もが十分な食事や教育､医療を受け
られるように､経済的な支援を充実さ
せる

　病気や失業､ひとり親家庭など､
さまざまな理由で生活に困って
いる人へ､家賃の補助､小中学校
の学費や医療費の助成、食料支
援などを行っています。

　富士宮市のSDGsへの取り組みを市公式ウェブサイトで紹介
しています。
　　トップページ＞富士宮市について＞市政の運営
＞推進事業＞地方創生に向けたSDGs

■HP

企画戦略課　☎22-1113　　22-1206■問

障がい療育支援課　☎22-1145　　22-1251■問

フードドライブ

　市役所1階福祉総合相談課に回収ボックスを設置
し、家庭で使う予定のない食品を集め､市社会福祉協
議会やフードバンクふじのくにを通して、生活に困って
いる人に届けています。

　過去に掲載した手話を動画で紹介しています。
　 トップページ＞市民の皆さんへ＞健康･福祉＞障 
害者支援＞手話で話そう
■HP

手話に
合った表情で

　手話では､動きの強弱や速さ､
表情で｢嬉しい｣｢悲しい｣などの
感情が伝わります。

①両手で屋根の
　形を作る 人差し指で頬に触れ、小指を出す

人差し指で頬に触れ、親指を出す

　
②左手をそのままに、下で親指と小指
を立てた右手を振る

家　族 母

父

対象となる食品
　賞味期限が2カ月以上あり､常温で保存できる未開封
のもの　

相手の
目を見て

一人一人が少し工夫するだけで、誰かの優しい
暮らしにつながります。できることから一つず
つ、暮らしのなかに取り入れてみませんか。
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